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結婚式で友達をなくす。
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冠婚葬祭のマナーは、関心のない人が多いようです。

私も以前は、その1人でした。

結婚式や葬式は若い人にはあまり機会がありません。

そんな私が、冠婚葬祭のマナーについて勉強をしようと思い始めたのは「ある出来事」がきっかけでした。

実は、結婚式にまつわる大きな失敗があります。

マナーとは直接関係のない話ですが、まずこのお話を告白してからのほうが、私としても心の整理が付きます。

わたくしごとで恐縮ですが、1つ、悲しい思い出を告白します。

私がまだ25歳のころです。

親友の1人が、結婚することになりました。

新郎も新婦も同じ、25歳です。

特に新郎とは高校時代からの知り合いで、仲がよかったものです。

仲のいい友達が結婚という知らせは私にとっても吉報で素直に嬉しく感じました。

　

しかし、当時の私にはどうしても1つ気になることがありました。

当時の私にお金がなかった、ということです。

東京で一人暮らしを始めたばかりの私にとってお金に余裕はなく、経済状態が苦しいときでした。

実家に帰るお金もないほどの状態です。

当然、結婚を祝えるほどの金銭的余裕はありませんでした。

礼服を持っていないのですが、買うお金もない。

もちろん祝い金を用意することもできなかった。

礼服を借りたり、祝い金を用意したり、交通費やらなにやらと、すべてを用意しようと思うと、5万円以上はかかることでしょう。

仲のいい友達が結婚するというのにもかかわらず、出席できないもどかしさに、私はとても落ち込みました。

大変に仲のよかった友達だっただけに出席したいが、出席できる余裕がありません。

「お金がないから出席できない」と言えず「仕事で行けない」という言い訳でその場をしのぐ自分に、また落ち込みます。

結婚式に出るために借金をすれば、今度は東京に戻ったときに借金に苦しみます。

何とか出席したいものの、出席できる余裕はない。

私は、完全に落ち込みました。

結局そのことがきっかけで、以来、友達とは連絡を取りづらくなり、疎遠になってしまいました。

友達が結婚することがきっかけで、友達を失うというのは初めてのことでした。

その友達とは仲がよかっただけに、深く落ち込みます。

そのときに「結婚式とはなんだろう」と考えてしまいました。

「素直に祝いたいけど、なぜこんなにお金が必要なのか」と、何度も繰り返し念仏のように唱えていました。

結婚することになったため、仲のいい友達を祝福するどころか、縁を切ることになってしまった。

今では完全に連絡を取らなくなりました。

結婚式に出られなかったという理由と、嘘をついたという自分に苦しみ、余計に連絡を取りづらいのです。

こうした経験は、私だけでしょうか。

特に20代で結婚式に出席するのは、私に限らず皆さん、資金繰りに苦しいと思います。

「結婚式に出席するにもお金がかかる」と実感した経験でした。

もし、自分が結婚するときは、披露宴はやめようと考えました。

当時の私のように出席する側がお金に苦しむからです。

本当はお金が消えていくのがつらいけれど、無理に嬉しそうな顔をされるのもつらいです。

私が結婚式のマナーを真剣に考えるようになったのも、それからです。

同じ失敗を二度と繰り返したくないため、どうすればいいのかというマナーをあらかじめ知りたくなりました。

私の人生における最大の失敗の1つでした。

大きな失敗を犯してからでは遅いことを、痛切に感じました。

特に「冠婚葬祭」です。

人生に一度の結婚式や葬式など、間違いを犯してからでは取り返しがつきません。

それからというもの、私は失敗をしないようにあらかじめ冠婚葬祭におけるマナーを勉強するようになったのです。

皮肉にも親友を失ったことが、きっかけだったのです。









冠婚葬祭のビジネスマナー（1）


	失敗をする前に、マナーの勉強をしておく。






原文：https://happylifestyle.com/4503
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結婚が決まれば、
早めに上司へ報告する。
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お付き合い、婚約を経て、めでたく結婚することが決まれば、問題は職場です。

まず必要なのは「上司に結婚を報告する」というマナーです。

部下より上司から先に報告することを忘れないようにしましょう。

結婚するという報告は、自分の職場の上司に、自分の口から直接報告します。

仕事を管理、監視、調整している上司としては、部下が結婚することとなれば、仕事の管理やスケジュールを見直してくれます。

上司は、結婚がいかに大変で大きなイベントであるかを知っています。

人生に一度の大きな晴れ舞台のためには、やはりかなりのストレスや準備に時間がかかることを知っています。

結婚する部下のために仕事を軽くしたり、スケジュールを見直したりしてくれることでしょう。

結婚することが正式に決まれば、仕事に大きな穴を開けないためにも、上司に早めに報告したほうがいいのです。

一時的ではありますが、特別に扱ってくれます。

結婚の準備に必要な多少の休暇、早退も、許可してもらいやすくなります。

結婚式の準備をする自分のためでもあり、仕事のためでもあるのです。









冠婚葬祭のビジネスマナー（2）


	結婚することになったら、早めに上司へ報告する。






原文：https://happylifestyle.com/4511
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新郎新婦より派手な格好をしない。
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社会人ともなれば、友達の結婚式に招待されることがあります。

結婚式は、新郎新婦にとって人生の大イベントですから、出席する側も式を壊さないように気を使います。

そんな結婚式へ出席するときのマナーです。

まず「新郎新婦より派手な格好をしない」という基本マナーです。

仲のいい友達が結婚することになれば、あなたも気持ちが高ぶり、服装も派手になってしまいがちです。

　

しかし、結婚式での主役は新郎新婦です。

主役を目立たせるためにも、出席者は派手な服装を控えたほうがいいのです。

もちろん地味すぎる私服もNGです。

男性は、新郎にそっくりな黒いタキシードは控えたほうがいいでしょう。

通常の礼服に、シルバーのネクタイというお決まりの格好で十分です。

派手なデザインの服も結婚式という場ではふさわしくありません。

女性なら、まず真っ白の服は控えるようにしましょう。

白のドレス、白のワンピースなどです。

本来「白は花嫁が着る色」とされています。

真っ白な服を着ていると大変目立ちます。

新婦が着ている服と重なり、どちらが主役かわからなくなります。

目立ちすぎる服装は、注意が必要です。









冠婚葬祭のビジネスマナー（3）


	新郎新婦より派手な服装は、避ける。






原文：https://happylifestyle.com/4509







4






結婚披露宴でのスピーチでは、
不幸話を避けること。
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職場の上司なら、部下が結婚をする際、スピーチを依頼されることがあります。

特に社内恋愛による結婚など、新郎も新婦も共通の上司の場合、頼まれる確率は高くなるでしょう。

披露宴でのスピーチでは、叱咤激励しったげきれいのスピーチをしてあげたいと思うかもしれません。

　

ただし、めでたい結婚披露宴では暗い話に要注意です。

結婚披露宴のスピーチでは、不幸な話を避けるようにしましょう。

　

たとえば、次のような話題は、スピーチで不適切です。

	両親が離婚した話


	浪人した話


	過去の失恋話


	交通事故の話


	障害を持っている話


	仕事上の失敗の話


	リストラされた話


こうした暗い話をすると、会場が暗い雰囲気になり、新郎も新婦も気持ちが下がるでしょう。

悪気はなくても、気持ちのいい話題ではありません。

もちろんさらりと表面だけ触れるくらいならいいですが、詳しく話すのは避けるのが賢明です。

結婚披露宴は、幸せな2人の門出を祝うための宴会です。

出席する人は新郎新婦を祝福するのが役目ですから、スピーチでも明るく楽しい話をして、会場の雰囲気を盛り上げましょう。

スピーチに限らず、会場内での会話も不幸話は控えつつ、できるだけ明るく楽しい話題を選ぶようにします。

出席する人は、新郎新婦を明るく祝福するのが役目なのです。









冠婚葬祭のビジネスマナー（4）


	結婚披露宴のスピーチや会話では、暗い話を控える。






原文：https://happylifestyle.com/4479
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4万、
9万、
偶数は、
結婚祝い金として送ってはいけない金額。
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結婚する2人には「結婚祝い金」を送ります。

結婚してからの生活も大変であり、金銭面で少しでも援助ができる意味で、祝い金を送ります。

また結婚式の費用に充ててもらうためでもあります。

祝い金には、一般的に3万円が相場です。

友達、知人、親族、また仕事の同僚・部下など、だいたい3万円が共通です。

2万円という人もいますが、みんなが3万円で送る中、1人だけ2万円の人は、大変目立ちます。

できれば、3万円が相場でしょう。

さらに兄弟・姉妹に限っては、自分が20代の場合は5万円となり、30代の場合は10万円となります。

ここで1つ注意があります。

一般的に相場は3万円といいました。

　

しかし、特にお世話になっているからという理由で、もう少し多めに送りたいケースも出てくることでしょう。

だからとはいえ「4万円」は送ってはいけないのです。

また9万円も送ってはいけない祝い金とされています。

勘のいい人なら、理由はすぐぴんとくるはずです。

4は「死」を連想させ、9は「苦」を連想させてしまうからです。

2人を祝うための祝い金なのですから、不幸を連想させてしまう金額は避けたほうがいいのです。

偶数を避けることも忘れてはいけません。

偶数は「2で割り切れる」ため「割り切れる＝別れる」ということを連想させてしまいます。

先にあげた2万円は控えたほうがいいという理由も、この偶数で割り切れる意味があるからです。

　

ただし偶数にも例外があります。

8万円は許されるケースが多いようです。

8は「末広がりで縁起がいい」ためです。

「8」という字が、無限を表す「∞」という字と重なります。

「2人の仲は永遠に続く」という縁起のよい数字なのです。









冠婚葬祭のビジネスマナー（5）


	結婚祝い金では、4万、9万、偶数は避ける。






原文：https://happylifestyle.com/4494







6






お祝い金を、
直接、
現金で渡すのは厳禁。
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お祝い金を渡すときには、いくつかのマナーがあります。

まず、お祝い金についてですが、基本的に折り目のない新札にしましょう。

折り目が付いているお札だと「縁も折れてしまう」という意味があり、好ましくありません。

また裸のままで現金を渡すのは、厳禁です。

お祝い金は、入れるための専用の袋があります。

　
「祝儀袋」です。
　

現金を入れられる封筒なら何でもいいわけではなく、のし付きの縁起のよさを意識した専用の袋があるので、それに入れます。

コンビニに売っているので、それで十分です。

そこで終わらせてはいけません。

祝儀袋を、さらに「袱紗ふくさ」と呼ばれる布に包みます。

私は社会人になるまで、このふくさと呼ばれるものがあることを知りませんでした。

ふくさを忘れている人が多いので、特にここは要注意です。

祝儀袋と見てすぐわかる形では目立ちます。

なぜふくさに包むのかというと、お祝い金をふくさに丁寧に包むことで、相手を思いやる気持ちを表現できるからです。

お祝いのときは、赤、ピンク、紫色のふくさを使います。

特に紫色は、慶弔ともに使える色なので便利です。

祝儀袋も、直接、新郎新婦に渡すのではありません。

式当日に、会場の受付に手渡しでOKです。

ここで、ふくさから祝儀袋を出して、受付に渡すのです。

手渡すときには、受付の方に「このたびはおめでとうございます。心ばかりのお祝いです。お納めください」と言えれば、完璧です。









冠婚葬祭のビジネスマナー（6）


	祝儀袋は、ふくさに包む。






原文：https://happylifestyle.com/4486



